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はしがき 

喫緊の課題である建築物の省エネルギー化を達成するためには、建築物を設計した

時点でエネルギー消費量を評価し、より適切な設計に誘導していくことが重要である。

これを実現することを目指して、建築研究所では、個別研究開発課題として「省エネ

基準運用強化に向けた住宅・建築の省エネルギー性能評価手法の高度化(平成 23〜25 

年度)」及び「建築物の省エネ基準運用強化に向けた性能評価手法の検証および体系

化（平成 26〜27 年度）」を行い、住宅・建築物の省エネルギー基準に適用可能な一

次エネルギー消費量を指標とする総合的評価方法の開発を行ってきた。しかし、現状

では、暖冷房負荷計算時の湿度および潜熱負荷を正確に把握することができず、非住

宅建築物で近年導入が増えつつある潜顕分離空調システムについては十分に評価さ

れているとは言い難い。また、住宅においても、在室者が冷房を行うかどうかの判断

には、湿度の多寡が大きく影響を与えていることは自明であるが、居住者の冷房に関

する行為や除湿の制御方法等に関する知見が十分でないため、除湿制御を組み込んだ

機器（エアコンの除湿機能等）や全熱交換器の湿気調節効果、窓開閉による自然風利

用が十分に評価されているとは言い難い。 

これらの課題を解決するために、国土交通省建築基準整備促進事業の調査事項「E3 

各種空調設備システムの潜熱負荷処理メカニズムを踏まえたエネルギー消費量評価

法に関する検討(平成 25〜27 年度)」の事業主体(株式会社建築環境ソリューション

ズ、ダイキン工業株式会社)との共同研究を実施した。建築研究所はこの共同研究で、

調査研究の計画策定、研究成果の取りまとめに関して主たる役割を果たした他、個別

の実験・調査等に関しても事業主体とともに行い、最終的に潜熱負荷処理メカニズム

を踏まえたエネルギー消費量評価手法を提案している。 

本資料は、上記の建築基準整備促進事業「E3 各種空調設備システムの潜熱負荷処

理メカニズムを踏まえたエネルギー消費量評価法に関する検討」において、平成 25

〜27年度の 3カ年で実施した調査報告書を再構成して、3年間の調査内容全体を取り

まとめたものである。本資料では、潜熱負荷に関わる基礎的な実験データや、一次エ

ネルギー消費量の評価法に潜熱処理の影響を反映するための方法等が詳細に整理さ

れている。本資料が、省エネルギー基準をよりよく理解するうえで、また、省エネル

ギー性能の優れた住宅・建築物を設計するうえで役立てられることを期待する。
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概  要 

 

 

 本調査の目的は、住宅及び建築物の省エネルギー基準における一次エネルギー消費

量の評価法に潜熱処理の影響を反映するための方法を開発することである。まず、住

宅、非住宅ともに、生活行動パターンや建築特性、潜熱負荷発生条件に関する知見を

収集し、これを元に潜熱負荷を適切に考慮した熱負荷計算法の構築を行い、潜熱処理

の影響を考慮した負荷計算方法を開発した。また、デシカントシステム、家庭用エア

コン（除湿モード）を対象とした実験室実験を行い、建物側の負荷特性や外気条件ご

との吸放湿特性を明確にした。また吸放湿特性を再現する数理モデルの構築を行った。

これらの結果を基に、潜熱負荷処理メカニズムを踏まえた空調設備システム評価法の

体系を明らかにし、省エネ基準の評価ロジックに反映するための方法を示した。 
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ABSTRACT 

 

The purpose of this survey is to develop a calculation method of energy consumption 

considering the effect of latent heat load handled by air-conditioning systems. First, we 

gathered knowledge on lifestyle behavior patterns, building characteristics, latent heat load 

generation condition for both residential and non-residential buildings and developed a 

thermal load calculation method that takes latent heat load into consideration properly. 

Next, we also conducted laboratory experiments on desiccant air-conditioning systems and 

room air conditioners in dehumidification modes in order to clarify the load characteristics on 

the moisture absorbing and releasing characteristics for each internal heat load condition 

and outdoor air condition. Based on these results, we clarified the latent heat load 

processing mechanism and developed an evaluation method of air conditioning systems 

considering the effect of latent heat load. 
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